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1 ケインズ理論の解釈については、宮崎・伊東（1964）、根井（1991）などを参照。 
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 先ほど述べたように Hicks などのケインズ解釈は、その不確実性やアニマル・スピリッツを




        y ＝AD(y,i,θ)  （IS 曲線） 
       M＝L(y,i,θ)  （LM 曲線） 
 
 IS 曲線は財市場の均衡を意味し、総所得は y と、総需要 AD が等しくなるための y と利子率
i との組み合わせを表している。y の増加は消費の増加を、i の上昇は投資の減少を通じ、AD
に影響を与える。θ はアニマル・スピリッツ項であり、その増加は投資の限界効率表をシフト
させることにより IS 曲線を右上方にシフトさせると考えられる。LM 曲線は資産市場の均衡を

















































う。それらは、次の五つである。①安心 ②公平 ③腐敗と背信 ④貨幣錯覚 ⑤物語 から
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2 以下の紹介は、基本的には Akerlof=Shiller(2009) の叙述に従っているが、その解釈は著者自身のものも
含まれる。したがって、必ずしも彼らの意図と合致している保証はない。 
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くない。アカロフたちは、次のような具体例を挙げている。1990 年から 91 年にかけての貯蓄
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代表的企業 i の行動を考える。その企業の投資を Ii として、それから生み出される産出量 qi は、
Ii と、全企業 N 社の投資量の合計∑Nj=1Ij に依存して決定するとする。この関係、生産関数（f）
を qi = f (Ii, ∑Nj=1Ij)と書くことにする。投資の機会費用である実質利子率を r とすると、投資から




均衡においてすべての企業の投資は等しくなる。したがって Ii = 1/N∑Nj=1Ij となる。この場合の
代表的企業の利潤最大化の条件は、f1＋1/N･f2 = r（f1 = dqi/dIi, f2 = dqi/d∑Nj=1Ij）となる。もし代
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表的企業が自分の行動に合わせて投資を行うとすると、代表的企業が 1 単位投資を増加するこ
とは、全企業の投資は N 単位を増加することを意味する。この場合の利潤の最大化の条件は f1
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の利得表は表 1 のようになるとする。表の数字は、企業 A、B のそれぞれの利得を表している。 
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企業Ａの行動
 
表 1 外部性のある投資の利得表 
 
企業Ｂの行動 
 投資少 投資大 
投資少 5，5 6，3 
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